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食べるとピリリとするフサビ。ちょっと大人

の昧で苦手だなという人もいるかもしれませ

んが、あ刺し身やおそばlこ付けて食べると、

おいしいですね。 J言詰こども記し者クラブはこ
のほど、そんなフサビの産地として有名な安

曇み時市を話ね、フサビ、長~~まで、i言しJi1~L!J主主筆鼠組
合長の飯島泰夫さん（72）から、フサピがどんな

ところでつくられているか、どんな植物なの

かを取材。いろいろな食べ方も教わりましだ。

安曇野市穂高で

ワサビをつくって

いる飯島さんを訪ねまし正。安曇里子市では、北ア

ルプスの山から地下に浸透した水がわき出てくるの

を利用し疋、ワサビづくりがさかんです。とてもき

れいな水で、年聞を通して水温ち安定しています。

飯島さんによると、栄養ち豊富で、肥料なしでワサ

ビを育てることができるそうです。

ところが、そのわき水の量が減ってきています。

そのせいで、 200軒くらいあつだワサビ農家は今で

は半分に減ってしまったそうです。工場などで地下

水をくみ上げるようになったり、田んぼが減って地

下にしみこむ水が減つだり、いろんな原因が考えら

れるそうです。

｜ そのだめ、条例を作って、勝手に地下水をくみ上

什ずたりすることを防止しています。
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＊の温度・理が大切です 語的の韻這さん

の話を聞きました。

ワサビは、きれいで；令疋い水でないと育たないそ

うです。真夏でも水の温度は12～13度なので、 1
分ち手を入れていられないそうです。でも、取材に

訪れたときはまだ寒い目だったので、逆に水の温度

があたたかく感じました。ワサビは水温が18度以上

になるとくさってしまうので、夏場ははい水の管理

が大切なのだそうです。

飯島さんの畑に実際に入らせてもらい、ワサビの

花をしゅうかくレました。話で聞いた通り、本当に、

水がとうめいで、おどろきましだ。ワサビの宿は小

さくて白い、ペンペン草みたいで、とてもかわいい

花でした。ワサビの花ちワサビみたいに少しツーン

とするにおいでし疋。

大切怠わき水を守ろう
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おいしかった信州ザーモン 私はテレビ、でワサビがどんな形であるかは知つ

ていまレたが、栽培しているところは男たこと

がなかったので、取材教室をとても楽しみにしていましだ。

私が一番楽レかったのは、ワサビを使った料理を食べたことです。私たちはワ

サビの砲を収穫して、そのワサビ、の砲で飯島さんの奥さまがおひ疋しをつくって

くれました。噛めば噛むほど辛みがきて、とてもおいしかつだです。

信州サーモンとかまぼこをワサビレょうゆにつけて食べました。私は川魚のに

おいが苦手でし疋が、こうして食べる信州｜サーモンは臭みがなく、とろけるよう

に甘くプリプりしていておいしかっ疋ので、驚きました。
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飯島さんは、大正時代から続くワサビ農家の

3代田です。飯島さんによると、現在、ワサビ

畑のある辺りはもともとナシ畑だったそうです。

アルプスからの誌が由宇に浸益して、それがじわじわとわき出てくるので、 7.J(

路にワサビを植えてみたらよく育ちました。そこで、ナシ畑をワサビ畑に変えて、

その畑をずっと守り続けているそうです。

ワサビをつくり続ける疋めには、これからもきれいな水が必要です。なので、

水源となる山には、ごみは陰てないで、持ち帰るなど、自然を大切にしてきだい

と思います。 く一八k昌；面踊長通市6電」

きれいな氷を守るために


